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１ 東京都における地盤の特徴  

 東京の地盤は、山地・丘陵地、山の手の台地と、下町の沖積低地、そして台地を刻む谷からできてい
る谷底低地に分類されます。 
 沖積低地や谷底低地は、地震が起きた場合に揺れが増幅されやすいため、比較的被害が発生しやすい
地域です。 

●地盤の特徴 

 形成された年代が古く、洪積層を中
心とした地盤です。 
 固結した地盤のため、地震が起きた
場合でも揺れが増幅されにくいことか
ら被害は発生しにくい地域です。 

 台地を刻む谷底での堆積物でできているため軟弱な地盤です。 
 地震が起きた場合に沖積低地同様揺れが増幅されやすいことから
比較的被害が発生しやすい地域です。 

 形成された年代が新しく、沖積層を中心とした地盤です。 
 主に海面下での堆積物でできているため軟弱な地盤となっていま
す。地震が起きた場合に揺れが増幅されやすいため、比較的被害が
発生しやすい地域です。また、液状化も起こりやすい地域です。 

 本検討区域である東大泉６丁目、石
神井台６丁目は下表「台地１」に分類
されています。 

■出典：東京都都市整備局 
地震に関する地域危険度測定調査  
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２ 練馬区における液状化 

■出典：東京の液状化予測図 平成２４年度改訂版 

凡例 

     液状化の可能性が高い地域 

     液状化の可能性がある地域 

     液状化の可能性が低い地域 

練馬区 

 東京都による液状化予測によると、練馬区では白子川流域の一部に液状化の可能性があるものの、大泉学
園駅南側地区においては液状化の可能性が低いとされています。 

検討区域 


